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３． プロサッカー選手のキャリア移行に関する実態 

 

 

はじめに 

 

アマチュアスポーツとは異なり，移籍や競技

引退などのキャリア移行は，プロフェッショナル

スポーツに従事する競技者に対して大きな心理社

会的変換を迫ることになる．特に，キャリア移行

の中でも競技引退は，彼らにとって大きな出来事

となり，「プロ競技者としてのそれまでの自分」

から「新しい自分」の獲得を迫られることになる．

そしてそれは，決して容易な課題とは言い難い．

そこでは様々な問題が生起し，社会生活に対して

不適応を呈するような一部の元選手を認めること

がある 3) 9)． 

「アイデンティティ再体制化」4)といった課題

解決から，ここでは，移籍や競技引退を含むキャ

リア移行に伴うこのような心理的困難さを理解し

ようとしている．スポーツ選手の競技引退に対し

て，本研究者らは体力の衰え，取り巻く環境の変

化，転職などによる一般の「中年期の危機」と類

似した心性が存在し，彼らに早く訪れたといった

印象を抱いている． 

キャリア移行をいずれ体験することになるス

ポーツ選手が競技に専心するためには，自分自身

だけではなく周囲もまたキャリア移行後の適応問

題を理解する必要があると考えられる．キャリア

移行が当事者にとって有意味であるためには，専

門的介入のよりどころとなるべきキャリア移行援

助プログラムが必要であり 2)，このプログラム確

立のための基礎的資料の収集が急務となっている．

そこで本研究は，プロサッカー選手のキャリア移

行の実態を把握し，そこに生じる問題や課題を明

らかにし，更に，キャリア移行に伴う適応様態並

びに再適応過程を明らかにすることを目的とし

た． 

具体的には，１）プロサッカー選手のキャリア移行

の実態と２）キャリア移行を経験した選手の事例とい

う２つの側面から研究資料の収集をはかった． 

3-1. 調査の手続 

 

本研究における調査実施手続を図1に示す． 

ここでは，最終目標である「キャリア移行援助

プログラム確立に対する具体的方略の提示」へ向

けて，左側には本研究における「調査実施プロセ

ス」を示し，右側には各調査実施から「期待され

る結果」を示している． 

調査実施対象や調査実施時期については，結

果および討議にその詳細を示す． 

 

3-2. 結果および討議 

 

1) プロサッカー選手のキャリア移行の実態 

 

キャリア移行の実態を把握するために，各チ

ームのフロントに対して平成５年度から８年度まで

の４シーズン中に，自チームから移籍した選手（「移

籍に関する調査」）と引退した選手（「引退に関する

調査」）についての実態調査を実施した．調査依頼の

段階で調査実施の快諾を得たのは，Ｊリーグ所属

の17チーム中13チームであった．調査開始は平

成９年６月から11月現在に至る．現段階までに

調査実施資料が回収されているのは８チームであ

る（回収率8/13）．その中で，平成５年度シーズ

ンから８年度シーズンまでにキャリア移行を経験した

人数の変遷を表１と図２に示す．４シーズンを通じての

各チームのキャリア移行の内訳を平均で求めたところ，

移籍が22.5名，引退が9.8名であった．各チームから

移籍していったプロサッカー選手は平均24.5（18-39）

歳であり，引退していった選手は平均25.3（19-38）歳

であった． 

いくつかの側面からクロス集計を行ったところ，以

下に示すような特徴が認められた． 

移籍の実態（表２）として，移籍時にレギュラーで主
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力であった選手はチーム方針との不一致を理由とし， 
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チームフロントに対する
　　　　　　　　　実態調査

現役選手とコーチングスタッフ

　　　　　に対する質問紙調査 

キャリア移行を体験した競技者
　　　　　　に対する面接調査

キャリア移行に関する
　　　　　実態を把握する

選手やコーチのキャリア移行　

　　　に対する認識を把握する

既にキャリア移行を体験した　

　　　競技者の適応問題の究明

キャリア移行援助プログラム確立に対する
　　　　　 具体的方略の提示

調査実施プロセス 期待される結果

図１：本調査実施の手続

キャリア移行援助プログラム　

　　　　　についての文献整理

既存のキャリア移行援助

　　　　についての内容検討

第１章参照

平成5年度から８年度において各チーム
から移籍・引退した選手につての情報収集

各チームに所属する選手及びコーチが
キャリア移行をどの様に捉えているのか

元プロサッカー選手のキャリア移行に
関連したエピソードについてのインタビュー



プロサッカー選手のキャリア移行 

-41 - 

 表１：各シーズンにおけるキャリア移行  

                               キャリア移行                               
　　　　　　　        移籍     引退   TOTAL
 ＜シーズン＞
５年度                       25        20        45
６年度                       44        18        62
７年度                       60        21        81
８年度                       49        19        68
TOTAL                    178        78      256

図２：各シーズンにおけるキャリア移行
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表２：移籍の実態 

 

 移籍時の選手地位  

  ﾚｷﾞｭﾗｰ

で主力 

 ﾚｷﾞｭﾗｰ

で主力

でない 

 ﾚｷﾞｭﾗｰ

でない 

 Total 

  (n = 19)  (n = 27)  (n=132)  N= 178 

・理由**         

競技力低下   1   2   2***    5 

ﾁｰﾑ方針不一致   9*   6  22**   37 

選手補強の影響   7**  15  85**   27 

その他   2   4  23   29 

・移籍先*         

Ｊリーグ   5  11**  26**   42 

ＪＦＬ   3**  11  61***   75 

アマチュア   0**   2  40*   42 

海外  11*   3   5*   19 

・納得の程度*         

全く納得  10  15  81  106 

少し納得   3   8  32   43 

納得していない   5*   1   3*   12 

わからない   0   3  13   17 

・移籍の予期**         

かなり以前から   7   7  56   70 

直前に  12  16  73  101 

全くなかった   0   4*   2*    6 

わからない   0   0   1    1 

*p< .01  *p< .05  ***p< .10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３：引退の実態 

 

 引退時の選手地位  

  ﾚｷﾞｭﾗｰ

で主力 

 ﾚｷﾞｭﾗｰ

で主力

でない 

 ﾚｷﾞｭﾗｰ

でない 

 Total 

  (n = 10)  (n = 13)  (n= 55)  N = 78 

・理由*         

競技力低下   7 *   2   9**   18 

ﾁｰﾑ方針不一致   1   5**   7   13 

選手補強の影響   1*   5  32*   38 

その他   1   1   7    9 

・現在*         

指導者   5   5  13***   23 

指導者以外   5   3  15   23 

消息不明   0*   5  27**   32 

・納得の程度*         

全く納得   8*   3  22   33 

少し納得   2   4  16   22 

納得していない   0   5*   5   10 

わからない   0   1  12***   13 

・引退の希望**         

希望していた   7*   1*  25   33 

希望していない   3  12  25   40 

わからない   0   0   5    5 

*p< .01  *p< .05  ***p< .10 
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おおよそ納得して移籍を果たしており，多くの場合，

海外の他チームに移籍し，更なる競技力向上のための

機会を得ている．また，レギュラーでありながら主力

ではない選手は，Ｊリーグのチームに移籍する者が多

く，彼らが移籍の意志を持っていることについてフロ

ント側もおおよその予測ができていた．レギュラーで

なかった選手は，競技力低下よりもチーム方針との不

一致や新たな選手補強を理由として，JFL やアマチュ

アのチームへ降格移籍をしたが，多くの場合納得して

おり，彼らが移籍の意志があることをフロント側もお

およそ予測していた． 

引退の実態（表３）として，引退時にレギュラーで主

力であった選手の多くは競技力低下を理由として挙げ

ており，自らの希望で且つ納得した上での競技引退で

あった．また，レギュラーでありながら主力ではない

選手は，チームの方針の不一致を理由として挙げてい

る者が多く，自らが希望してはいるものの，納得して

の引退ではないことが多い．レギュラーでなかった選

手は，新たな選手補強を理由として挙げている者が多

く，引退後に指導者となっている者は少ないという結

果が得られた． 

「サッカー選手のキャリア移行に関する調査」は，

Ｊリーグ及びJFLに所属するチーム中，11チーム（J：

7 チーム，JFL：4 チーム）に所属するプロサッカー選

手に対して実施された． 

対象となったプロサッカー選手の内訳はJFL：69名，

J：133 名であり，平均年齢は 23.5（18-33）才，既婚

者45名に対して未婚者は148名（不明9名）であった．

競技継続平均14.9（9-24）年，現在所属しているチー

ムには平均2.6（1-11）年間所属していた． 

調査対象となったプロサッカー選手の移籍体験の有

無を分類したものを図３に示す． 

移籍体験者は52名，移籍未体験者は150名であり，

移籍体験者を４つの群に分類した．JFL→J といういわ

ゆる昇格移籍を体験した7名を昇格移籍群，ＪからJFL

やアマチュアへのいわゆる降格移籍を体験した23名を

降格移籍群，Ｊ→JFL→Ｊという移籍体験を有する6名

を昇・降格移籍群，Ｊ→Ｊという移籍を果たした16名

を同格移籍群とした． 

ここでは，おおよそ４分の１の選手が移籍を体験し

ており，体験者は未体験者よりも年長であったことが

認められる．また，移籍体験者の多くが「降格移籍」

を体験している一方で，「同格移籍」を果たしている

選手は調査対象者全体の３％に相当しており，Ｊから

Ｊの他のチームへの移籍が困難な状況にあることが伺

われる． 

次に，移籍の捉え方に関するSCT（文章完成法：「私

にとって移籍は...」）において，「新しいスタートで

ある」や「チャンスである」など，自分にとって歓迎

すべき好ましいものであると肯定的に捉えているもの

を positive，「辛いことである」や「考えたくない」

など，自我を脅かすような否定的な意味合いを持って

いるものを negative，「考えられない」や「仕方のな

いこと」など，肯定的意味も否定的意味も持っていな

いものはneutral，そして，「良いことでもあり，悪い

ことでもある」や「終わりでもあるが，始まりでもあ

る」など，肯定的な意味合いと否定的な意味合いが共

存している場合をambivalentというように，４つのカ

テゴリーに分類した． 

これらの内容を，移籍体験者と未体験者で比較する

ために，χ2検定を行ったが，有意な差は認められなか

った．しかしながら，参考までに検討を加えると，移

籍体験者の大半が移籍を肯定的に捉えている一方で，

降格移籍群においては，移籍の捉え方にばらつきが認

められた（図４）． 

次に，これまでに得られた結果を考慮して，「降格

移籍群が移籍において特異な体験を有しているのでは

ないか」と仮定し，以下のような分析を行った． 

移籍体験者のうち，降格移籍群と降格移籍群以外と

を比較したところ（図５），引退後の生活に対する懸念

の内容に相違が認められた（χ2 (2)=11.2, p< .01）．

そこでは，降格移籍群以外の移籍体験者の大半は，引

退後の生活で最も気がかりなこととして，仕事や生活，

経済力の安定についての懸念を挙げていることが伺わ

れた．それに対して降格移籍群は，「考えられない」

や「わからない」などと回答する者が多く，次いで仕

事や生活，経済力の安定を挙げることが認められた．

つまり，降格移籍は「プロサッカー選手である自分」
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 図３：調査対象者の移籍体験 
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図４：各移籍体験群別の移籍の捉え方
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図５：移籍体験者における引退後の懸念

＜移籍体験群＞

＜SCT：引退後の生活で
　最も気がかりなのは...＞

＊p< .10 ＊＊＊p< .01
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図６：移籍体験群における引退後の展望
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を維持できるという意味では，概して肯定的な捉え方

ができるが，競技引退後の展望を阻害してしまうので

はないかということが推測された． 

そこで，移籍体験者の中で降格移籍が引退後に備え

てどのような状況にあるのか（図６）についてχ2検定

を行ったところ，有意な差が認められ（χ2 

(2)=6.54,p< .05），残差分析の結果，以下のような点

が明らかとなった．降格移籍群は，降格移籍群以外に

比べて，引退後の備えについて漠然と考えている者が

少なく，「今を精一杯がんばるだけ」や「サッカーを

より一層勉強する」など，現状に傾倒している者が多

いという傾向が認められた．つまり，「降格移籍は，

移籍後の状況への傾倒を余儀なくされる体験である傾

向が強い」といえよう． 

これらの現役選手に対する調査結果をまとめると，

移籍体験はプロ競技者にとって概して肯定的な意味合

いを持っているが，降格移籍は，移籍後の状況に対し

て傾倒することを余儀なくされ，引退後の展望をおろ

そかにしてしまうということが導き出された． 

上記の結果は，各チームのフロントと各チームに所

属する現役選手からの２側面から得られた資料を分析

した結果であり，両者を直接比較することは，不可能

であるといえる．また，本研究で得られた資料からは，

移籍体験者と未体験者との間に明白な差異が認められ

てはいない． 

しかしながら，「アイデンティティ￥再体制化」の

観点から，プロサッカー選手にとって移籍体験は，必

ず迎えることになる「競技引退」対して，何らかの準

備性を帯びた内容が含まれるべきであろう． その点

も考慮すると、移籍体験者に焦点を当てたことで、こ

の種の問題に対して充分有益な資料提供ができたと考

えられる． 

 

2) キャリア移行を経験した選手の事例 

 

インタビューは分析モデル（図７）に従い，キ

ャリア移行を既に体験している元プロサッカー選

手に対して実施された．ここでは，競技引退後の

適応問題に影響すると予測される２要因に関連し

たエピソードを中心として一事例を提示する．

「社会化予期」とは，「対処すべき心理社会的な

発達課題への気づき」を意味しており，具体的に

は，従来の「スポーツ競技者である自分」では，

今後の自己を支えていけないことを受け入れよう

とする内的作業が含まれている 6)．次に取り上げ

た「時間的展望」とは，「ある一定時期における

個人の過去・現在・未来についての見解の総体」

を意味し，そこでは「過去の自分を肯定的に受け

入れ」「現在に対して積極的に取り組み」，そし

て「過去の自分と現在の自分の延長線上にある自

分の将来を展望する」といった連続性が重視され

る 7)．事例公表については，調査協力者より了承

を得ているが，その個人が同定されない程度に付

帯情報を若干修正，省略している． 

 

アルバイトで生計を立てている元Ｊリーガー 

 

本事例は，JFL 所属チームから Jリーグ所属チ

ームへ移籍し，その後の自由契約から地域リーグ

のチームに移籍し，数カ月で競技引退を迎えた．

この間４年の歳月を要している．現在はアルバイ

トによって生計を立てている． 

プロ選手としての契約を結ぶまでの生活はほ

とんどサッカー中心に過ごしており「大学卒業ま

でのサッカー人生が最高でした」と当時を振り返

っている．これまでの進路希望は，常にレベルの

高いサッカーを志向し，それに合致する先を決定

してきた．もちろんプロ選手になることが本人の

夢であった．JFL 所属のチームから J 所属のチー

ムに移籍を果たすが，いずれも第一線で活躍する

機会には恵まれていない．この頃から「自分の考

えるのと，他の人が考えるサッカーが違う．どう

して」と悩むことが多くなってきた．スタッフへ

の信頼感も薄れ，投げやりな態度で練習に臨むこ

とがしばしばあったようである．更に怪我も多く，

試合に出れるチャンスを逃すことが多かった．

「早く怪我を治して復帰したい」と思いながらも

「怪我ばかりしているからプロ失格だな」と半ば
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競技期 移行期 再適応期

時間的展望社会化予期

・キャリア移行の

　　　　　きっかけ

・環境の変化

図２：分析モデル

現在の取り組み

キャリア移行の捉え方

・positive

・neutral

・negative

・active

・passive

・過去の受け止め方

・現在への傾倒

・将来展望

再適応様態の基準

競技者としての

同一性の保ち方

将来の見通し

ソーシャルサポート

図７
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Ｊに入団

怪我

怪我からの
　 復帰

競技引退

怪我

移籍

好調

不調

怪我からの
　 復帰

アマチュア⇒引退Ｊ⇒アマチュアＪＦＬ⇒Ｊ

図８：被験者のライフライン

競技期 移行期 再適応期

サッカーを
始めた頃

現　在

自由契約でその後の
身の振り方で悩む
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らめ気分もあった．その後，２年目のシーズン終

了と同時に自由契約となった．「プロとしての実

力に欠ける」とのフロント側の指摘に対して，「怪

我ばかりしていたから仕方がない」と納得したも

のの，本人の中ではまだプロ選手としてやってい

く自信に満ちていたようである．「30歳くらいま

ではまだプロ選手としてプレイできるだろう」そ

んな気持ちがあり，漠然とではあるが「プロをや

めたら教師になるか，あるいはプロで貯めたお金

を使って，何か事業を興せばいいや」と考えるこ

ともあった．しかし，「教師になるにも事業を興

すにもそれなりの修業が必要なことは分かってい

た．だけど当時は何もする気が起こらなかった」

と，当時引退後に対する具体的な取り組みを始め

ようとは考えていなかった． 

解雇通達を受けた１ヶ月後に地域リーグ所属

のチームに移籍した．そこはJFL への昇格を強く

目指しているチームであり，彼はその上昇志向の

強さにひかれたようであった．しかし，昇格のた

めの重要な試合に惨敗を喫したことから「このま

まサッカーをやっていてもいいのかな．今までサ

ッカーばかりやってきたけれども，何か違うぞ」

「30 歳で引退してゼロから始めることを考える

と今が潮時かな」と思うようになっていた．そこ

での競技引退を自分にとって「進歩でも後退でも

なく，今までの自分は死んで，またこれから違う

人生を始めるきっかけ」と捉えている．それは彼

が 27 歳の時であった．現在はアルバイトで生計

を立てている．「いずれ正社員になると思うんだ

けれど，先のことは全く分かりません」と今後の

生活についての不安をのぞかせていた． 

本事例をまとめてみると（図８），彼にとって

プロサッカー選手になるという夢が実現したこと

は，その方面での（プロサッカー選手としての）

アイデンティティを一時的にも獲得したものと考

えられる．しかしそれは束の間であり，その後，

戦力外通達から「プロ選手としての自分」を捨て

ざるをえなかった移籍を体験している．そして，

競技引退を迎え，「スポーツ競技者ではない新し

い自分」を求めて既に新たな社会生活を始めてい

る点では，アイデンティティ再体制化の渦中にあ

る事例であると捉えることができる．移籍につい

ては「サッカーを続けるという意味ではサッカー

選手にとって幸せなこと」と捉えており，２回の

移籍体験は本人にとって肯定的な意味を含んでい

た．また，移籍体験に競技引退に対する何らかの

準備が含まれているとすれば，Ｊからアマチュア

チームへの降格移籍が，ひとつの社会化予期のき

っかけになっていると捉えることができる．しか

しながら，「進歩でも後退でもなく，今までの自

分は死んで」というように「競技引退」を自分に

とって肯定的に捉えることが出来ず，自分がプロ

サッカー選手であったことと現在の生活とのつな

がりにおいて，連続した意味づけが未だなされて

いないことから，調査時点での本事例には，時間

的展望に一貫性が認められてはいない．従って，

本事例は，現状において少なからず不適応状態に

あると判断できる．特に，「今後，やりがいが少

しでも出てくるように，今の仕事を頑張ろうとは

思いますが，果たして続けていけるかどうか」と，

将来展望に少なからず困難さを感じている点では，

今後，更なる模索が必然的に生起するのではない

かと予測された． 

 

3-3.キャリア援助プログラムの確立に対する提言 

 

若干の提言を最後に述べる． 

発達的プロセスの中で起きる様々な「変化」に

対する対処は必然であるのと同時に，その後の発

達的プロセスを歩む上で大きな意味を持つ．それ

は，その「変化」後の心理社会的な問題の生起に

大きく影響する．従って，これらの「変化」に対

して安易な取り組みをしてしまうことは，その後

に同種の問題を積み残すことになり，ひいては不

適応を引き起こすという事態に発展しかねない．

逆に，移行後の社会生活に対する適応は，選手自

身が積極的な取り組みをなす対象を模索の中から

見出し，自分を取り巻く環境に対して自律的な働 
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＜様々な能力の向上＞ ＜ソーシャルサポート＞ ＜カウンセリング＞

・社会化予期

・キャリア移行において

　有効なスキルの同定

・スキルの具体的利用法

一次的予防 二次的予防 適応問題への介入

 移行前  移行の最中  移行後

Life Development Intervention

図５：生涯発達的介入（Life Development Intervention）

・コーチ資格制度の充実

・Mentoring Services

・キャリアカウンセリング

CAPAの具体的方略

図９
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きかけをすることによって促進されることになろ

う 8)．そこで，本研究ではLDI（Life Development 

Intervention：生涯発達的介入）1)を有益な枠組み

として提案したい（図９）． 
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